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手作りの「太閤干しもち」
　　　　　　寒餅づくり最盛期（Ｐ4）

今月の表紙

わ
た
し
た
ち
の

　
　
寒
も
ち
食
べ
て
み
て
～



て
県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
、
産

地
の
発
展
に
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
が
不
可
欠
と
の
判
断
に

よ
り
平
成
29
年
か
ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
組
ん
だ
経
緯
、

平
成
30
年
9
月
21
日
に
県
内
初
、
枝
豆
で
は
全
国

初
の
団
体
認
証
を
取
得
す
る
ま
で
の
部
会
員
の

努
力
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
食
材
提
供
を

目
指
し
生
産
拡
大
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
や
、

え
だ
ま
め
以
外
の
作
物
で
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取

得
で
き
る
よ
う
営
農
指
導
を
強
化
し
た
点
に
つ

い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

食
材
提
供
に
つ
い
て
は
現
在
関
係
方
面
へ
の

働
き
か
け
を
進
め
て
い
ま
す
。

いみず野だより　２

平成 29 年産出荷契約米の最終精算について

支払日：平成 31 年１月 25 日

単位：円 / 60㎏、ＪＡ米、紙袋、税込

種類 銘　　柄 等　級 概　算　金 全農仮精算 全農共同計算 ＪＡ直売加算金 最終手取額

う
る
ち
米

コシヒカリ
１　等 １３,５００ ３１２ １９８ ３０ １４,０４０
２　等 １２,５００ ６６４ １９８ ３０ １３,３９２

てんたかく
てんこもり １　等 １１,７００ ５９８ ２２８ ３０ １２,５５６

平成29年産 ＪＡ直売米の共同計算追加支払について（ご案内）
　ＪＡいみず野では、ＪＡ直売米の販売収益を『ＪＡ直売加算金』として生産者の皆様にお支払いさせてい
ただきます。

　

富
山
県
と
県
農
協
中
央
会
、
全
農
と
や
ま
に
よ

る
「
平
成
30
年
度
と
や
ま
Ｇ
Ａ
Ｐ
推
進
大
会
」
が

１
月
10
日（
木
）に
富
山
県
農
協
会
館
８
階
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、県
内
の
農
業
者
や
消
費
者
、農

業
団
体
、
行
政
等
の
関
係
者
約
２
３
０
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
農
産
物
の
産
地
間
競
争
が
激
化

す
る
中
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
が
農
産
物
の
取
引
の
条
件

と
し
て
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
安
心
安
全
で
信
頼
で

き
る
農
産
物
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
重
要
性

が
増
し
て
お
り
、
全
国
的
に
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取

得
な
ど
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
め
ぐ
る
情
勢
や
そ
の
活
用
事
例
に

つ
い
て
知
識
を
深
め
、
富
山
県
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
一
層

の
普
及
と
取
組
拡
大
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

草
野
浩
一
県
農
林
水
産
部
次
長
、
伊
藤
孝
邦
県

農
協
中
央
会
長
の
挨
拶
と
富
山
県
内
の
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
取
組
状
況
の
紹
介
の
後
、「
い
み
ず
野
農
協
え

だ
ま
め
部
会
の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
取
得
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
竹
内 

信
一
担
い
手
支
援
課
長

が
事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
９
戸
、
１
・
７
ｈ
ａ
か
ら
始
ま
っ

た
黒
大
豆
え
だ
ま
め
が
平
成
30
年
に
は
23
戸
、

31
・
５
ｈ
ａ
に
拡
大
し
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
と
し

と
や
ま
Ｇ
Ａ
Ｐ
推
進
大
会
で

　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
み
を
報
告ＪＡいみず野野菜集出荷施設で選別される

黒大豆えだまめ「富山ブラック」

えだまめ部会の取組みを報告するＪＡいみず野竹内担い手支援課長



　

１
月
20
日（
日
）、
農
産
物
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
新
湊
店
に
て
、「
大
寒
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
1
年
で
一
番
寒
い
日
と
さ
れ
る
大
寒
に
あ
わ
せ
て
、
野

菜
の
出
荷
量
が
少
な
く
な
る
冬
季
間
に
も
、
お
い
し
い
地
元
の
野
菜
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
、「
と
や
ま
カ
ン（
寒
）カ
ン（
甘
）野
菜
」
の
代
表
格
「
寒
締
め
ほ
う
れ
ん

そ
う
」
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
ね
ぎ
な
ど
、
旬
の
地
元
産
冬
野
菜
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
温
か
い
ス
ー
プ
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
時
間

を
か
け
て
煮
込
ま
れ
た
野
菜
は
味
が
よ
く
溶
け
た
甘
い
ス
ー
プ
に
な
り
、「
本
当
に
野

菜
だ
け
の
甘
み
!?
」
と
驚
か
れ
る
ほ
ど
、
大
好
評
で
し
た
。

　

富
山
県
が
取
り
組
む
カ
ン（
寒
）カ

ン（
甘
）野
菜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

は
キ
ャ
ベ
ツ
、
に
ん
じ
ん
、
か
ぶ
、

だ
い
こ
ん
、
ハ
ウ
ス
ね
ぎ
、
い
ち
ご
、

プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
、
寒
締
め
ほ
う
れ
ん

そ
う
、
寒
締
め
こ
ま
つ
な
な
ど
15
品

目
。
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
の
特
性
を
活

か
し
「
寒
さ
」
で
「
甘
さ
」
が
増
し

や
す
い
品
種
を
選
定
し
て
い
る
こ
と

が
特
長
で
す
。
特
に
寒
締
め
ほ
う
れ

ん
そ
う
は
ビ
タ
ミ
ン
類
や
β
カ
ロ
チ

ン
な
ど
の
濃
度
も
上
昇
し
、
え
ぐ
み

が
少
な
く
な
る
な
ど
の
付
加
価
値
も

高
ま
り
、
人
気
が
あ
り
ま
す
。

菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店
「
大
寒
フ
ェ
ア
」

今
が
旬
！『
甘
い
冬
野
菜
』も
り
だ
く
さ
ん

３　いみず野だより

冬季限定
の甘い

冬の味覚
をぜひ

ご堪能く
ださい。

越
中
い
み
ず
野 

米
一
番

　
「
品
質
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」表
彰

に
21
点
の
出
品
の
中
か
ら
、
栽
培
の
管
理

状
況
や
、
品
質
・
食
味
を
審
査
し
評
価
し
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
は
移
植
の
部
に
農
事
組
合

法
人 

若
竹
営
農
組
合
（
多
田 

哲
郎 

代
表
理

事
）、
直
播
の
部
に
農
事
組
合
法
人 

新
田
営

農
（
山
本 

久
雄 

代
表
理
事
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
調
査
し
た
結
果
か
ら

31
年
度
に
向
け
た
研
修
が
行
わ
れ
、
よ
り
高

品
質
で
食
味
の
良
い
米
を
作
ろ
う
と
、
参
加

さ
れ
た
生
産
者
か
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
市
内
の
認
定
農
業

者
、
営
農
経
営
体
の
代
表
者
が
お
互
い
の
情

報
交
換
や
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

米
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
消
費
量
の
減
少
や

平
成
30
年
産
か
ら
の
米
政
策
の
見
直
し
に
よ

り
、
産
地
間
競
争
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
消
費
者
や
実
需
者
に
求

め
ら
れ
る
高
品
質
の
米
づ
く
り
を
一
層
進
め

る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
は
射
水
市
や
県
農
業
共
済
組

合
、
高
岡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機

関
と
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

1
月
28
日（
月
）Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
に
お

い
て
「
越
中
い
み
ず
野
米
一
番
品
質
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
射
水
市
農
業
技
術
者
協
議
会
が
、

「
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
米
」
の
よ
り
高
品
質
で
食

味
の
良
い
米
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
栽
培

研
修
会
な
ど
を
行
な
い
、
平
成
27
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
一
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ま
れ

た
農
業
者
を
対
象
に
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
移
植
の
部
に
38
点
、
直
播
の
部

受賞団体代表のみなさん

　
～ 

受 

賞 

者 

～

【
移
植
の
部
】

　
最
優
秀
賞　
農
事
組
合
法
人　
若
竹
営
農
組
合

　
優
秀
賞　
　
農
事
組
合
法
人　
新
開
発
営
農

　
優
良
賞　
　
農
事
組
合
法
人　
荒
町
営
農

【
直
播
の
部
】

　
最
優
秀
賞　
農
事
組
合
法
人　
新
田
営
農

　
優
秀
賞　
　
農
事
組
合
法
人　
あ
し
つ
き
の
郷



いみず野だより　４

住
宅
ロ
ー
ン
ご
利
用
の
方
へ

確
定
申
告
に
向
け
た
控
除
説
明
会

　

小
杉
地
区
の「
に
こ
に
こ
母
ち
ゃ
ん
寒
餅
加
工
部
」

（
町
口
か
ほ
る
会
長
）
の
寒
餅
作
り
が
、
Ｊ
Ａ
い
み

ず
野
太
閤
山
支
店
黒
河
倉
庫
に
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

寒
中
の
季
節
恒
例
の
寒
餅
作
り
は
、
今
年
は
昨
年

よ
り
60
㎏
多
い
９
０
０
㎏
の
餅
が
つ
か
れ
ま
し
た
。

も
ち
米
は
射
水
産
の
新
大
正
も
ち
を
使
っ
て
お
り
、

地
元
で
採
れ
た
ヨ
モ
ギ
、
紫
イ
モ
の
ほ
か
、
昆
布
、

ミ
カ
ン
な
ど
が
入
っ
た
味
が
楽
し
め
ま
す
。
１
月
５

日
か
ら
11
日
に
か
け
て
も
ち
つ
き
作
業
を
行
い
、
１

月
15
日
ま
で
に
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
、高
さ
４
セ
ン
チ
、

幅
12
セ
ン
チ
に
固
め
た
餅
を
、
厚
さ
５
～
６
ミ
リ
に

切
り
分
け
、
１
本
の
ひ
も
で
15
枚
ず
つ
編
ん
だ
後
、

吊
る
す
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
お
よ
そ
50
日
間
冷
気

で
乾
燥
さ
せ
ま

す
。倉
庫
内
は
赤
、

緑
、
黄
、
白
、
紫

と
カ
ラ
フ
ル
な
餅

の
カ
ー
テ
ン
で
彩

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

乾
燥
を
終
え
た

寒
餅
は
３
月
中
旬

か
ら
、
太
閤
山
の

地
名
に
ち
な
ん
で

「
太
閤
干
し
も
ち
」

と
名
付
け
て
出
荷

手
作
り
寒
餅
「
太
閤
干
し
も
ち
」

なつかしい農家のおやつ

さ
れ
、
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店
・
新
湊

店
、
ア
ル
ビ
ス
歌
の
森
店
で
販
売
し
ま
す
。

　

寒
餅
作
り
ベ
テ
ラ
ン
の
18
人
の
会
員
が
手
塩
に
か

け
た
お
ふ
く
ろ
の
味
、
や
さ
し
い
甘
さ
で
飽
き
の
こ

な
い
、
な
つ
か
し
い
農
家
の
味
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

　

●
太
閤
干
し
も
ち
価
格
●

　

・
30
枚
入
り　

１
、２
０
０
円　（
税
込
）

　

・
15
枚
入
り　
　
　

６
０
０
円　（
税
込
）

　

・
10
枚
入
り　
　
　

４
０
０
円　（
税
込
）

　

●
お
買
い
求
め
は
●

　

○
農
産
物
直
売
所「
村
の
駅
菜
っ
ち
ゃ
ん
」太
閤
山
店

　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６
６

－

５
６

－

１
８
５
２

　

○
農
産
物
直
売
所「
村
の
駅
菜
っ
ち
ゃ
ん
」新
湊
店

　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６
６

－

８
４

－

８
８
１
８

手際よく寒餅を編む会員

電子レンジ２分でサクサクに！

▲ 30枚入

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
で
住
宅
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
説
明
会
」
を
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

1
月
27
日
（
日
）
に
は
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
で
、

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
時
の
特
別
控
除
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明

や
当
Ｊ
Ａ
顧
問
税
理
士
の
折
橋
清
弘
先
生
へ
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

確
定
申
告
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
行
っ
て
い
る
こ
の
説
明
会

は
、
お
客
様
か
ら
も
大
変
好
評
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
顧
問
税
理
士
に
よ
る
「
税
務
相
談
日
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

◆問い合わせ先 お近くの支店または
　【ローン相談については】
　ＪＡいみず野　融資課　ＴＥＬ（０１２０）３０７ー１３２
　【税務相談については】
　ＪＡいみず野　総務課　ＴＥＬ（０７６６）５２ー００２３

当ＪＡ顧問税理士による無料税務相談
（午前９時 30 分～ 11 時 30 分）

24 25 26 27 28 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24

31 25 26 27 28 29 30

SUN MON
March3

TUE WED THU FRI SAT

27 28 29 30 31 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 1 2

SUN MON
February2

TUE WED THU FRI SAT

◆ 　 は、確定申告までの相談日



５　いみず野だより

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
味
噌
加
工
グ
ル
ー
プ

（
石
川
芳
子
代
表
）
に
よ
る
み
そ
造
り
が
、

最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

材
料
と
な
る
米
と
大
豆
は
す
べ
て
射
水

産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
エ
ン
レ
イ
を
使
用

し
、
無
添
加
、
減
塩
で
、
地
産
地
消
と
安

全
安
心
な
味
噌
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

み
そ
造
り
は
、
寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時

期
が
空
気
中
の
雑
菌
が
少
な
く
仕
込
み
に

最
も
適
し
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
昨

年
12
月
か
ら
今
年
2
月
末
ま
で
約
10
ｔ
を

生
産
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
日
も
１
８
０
㎏
の
み
そ
を
仕
込
み

ま
し
た
。
蒸
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
こ
う
じ

菌
を
混
ぜ
、
こ
う
じ
造
り
か
ら
始
め
ま

す
。
射
水
産
大
豆
エ
ン
レ
イ
は
、
大
豆
本

来
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
す
た
め
ゆ
で
な

い
で
蒸
し
て
い
ま
す
。蒸
し
た
大
豆
に
麹
、

塩
、
水
を
加
え
、
機
械
で
ミ
ン
チ
状
に
し

て
、
た
る
に
詰

め
て
塩
を
ふ
り

ま
す
。

　

こ
の
仕
込
み

作
業
を
終
え
た

味
噌
は
半
熟
成

と
い
い
、「
半

熟
成
」
と
「
熟

成
」
の
２
種
類

を
出
荷
し
て
い

ま
す
。
半
熟
成
は
、
購
入
者
が
家
庭
で
寝

か
せ
て
熟
成
さ
せ
る
も
の
で
、
梅
雨
明
け

ご
ろ
か
ら
食
べ
ら
れ
ま
す
。
熟
成
は
、
年

間
通
し
て
あ
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
作
っ
た
も

の
は
温
度
管
理
の
も
と
加
工
場
で
熟
成
さ

せ
、
お
盆
頃
か
ら
販
売
し
ま
す
。

　

す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
て
便
利
な
「
熟
成
味

噌
」は
当
Ｊ
Ａ
の
各
支
店
や
村
の
駅「
菜
っ

ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店
・
新
湊
店
で
販
売
し

て
い
ま
す
。ご
家
庭
の
味
が
楽
し
め
る「
半

熟
成
味
噌
」の
お
求
め
は
最
寄
り
の
支
店
、

ま
た
は
Ｊ
Ａ
い

み
ず
野
味
噌
加

工
グ
ル
ー
プ
ま

で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■ご注文・お問い合わせ
　最寄りの支店又は
　ＪＡいみず野味噌加工グループ
　TEL・FAX  ０７６６－５９－２３８８

・熟成味噌　　１キロ入り　463円（税込）
・半熟成味噌　10キロ　4,000円（税込）
（半熟成味噌は２月末までの注文販売のみ）

価 格

蒸した大豆を機械でミンチ状にしています

コシヒカリから作ったこうじも大豆も射水産

手造り無添加いみずの「　　　」
みそ仕込みが最盛期

　
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
で
は
昨
年
12
月
３
日
よ
り
３

か
所
の
『
物
流
セ
ン
タ
ー
』
を
新
設
し
ま
し
た
。

担
い
手
の
皆
さ
ま
か
ら
の
予
約
注
文
を
受
け
、

合
理
的
な
物
流
を
図
り
、
よ
り
安
価
な
肥
料
・

農
薬
等
の
提
供
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
営
農
推
進
員
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
タ
ッ
ク
））

が
担
い
手
の
皆
さ
ま
を
訪
問
し
、
ご
意
見
・
ご

要
望
等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り

良
い
営
農
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

●
小
杉
物
流
セ
ン
タ
ー

（
配
送
担
当
地
区
：
小
杉
・
大
島
・
新
湊
南
支
店
管
内
）

　
所
在
地　
射
水
市
三
ケ
９
７
５
（
旧
小
杉
資
材
倉
庫
）

　
電　
話　
０
７
６
６

－

５
５

－

０
０
３
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
６
６

－

５
５

－

3
0
2
3

●
南
郷
物
流
セ
ン
タ
ー

（
配
送
担
当
地
区
：
太
閤
山
・
三
島
野
・
南
郷
支
店
管
内
）

　
所
在
地　
射
水
市
串
田
１
３
７
４

－

１（
南
郷
支
店
倉
庫
）

　
電　
話　
０
７
６
６

－

５
４

－

１
０
１
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
６
６

－

５
4

－

1
0
2
8

●
東
部
物
流
セ
ン
タ
ー

（
配
送
担
当
地
区
：
新
湊
・
片
口
・
堀
岡
・
東
部
支
店
管
内
）

　
所
在
地　
射
水
市
加
茂
中
部
１
９
６
（
東
部
支
店
倉
庫
）

　
電　
話　
０
７
６
６

－

５
９

－

２
５
６
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
６
６

－

５
９

－

２
３
３
５

肥
料
・
農
薬

取
扱
い
拠
点

設
置
の
ご
案
内



役
員
会
だ
よ
り

◆
平
成
30
年
度
末
（
決
算
）
監
事
監
査
実
施
計
画

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案　

平
成
29
年
産
Ｊ
Ａ
直
売
米
の
共
同
計
算
結
果
に
つ
い
て
（
案
）

第
二
号
議
案　

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
策
定
の
件

第
三
号
議
案　

内
部
統
制
整
備
要
領
の
廃
止
の
件

第
四
号
議
案
１
マ
ネ
ロ
ン
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す

　
　
　
　
　
　

る
規
程
類
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

２
特
定
事
業
者
作
成
書
面
（
リ
ス
ク
評
価
書
）
の
改
正
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

第
五
号
議
案　

全
銀
シ
ス
テ
ム
稼
働
時
間
拡
大
に
か
か
る
モ
ア
タ
イ
ム

　
　
　
　
　
　

振
込
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

第
六
号
議
案　

理
事
に
対
す
る
貸
付
承
認
に
つ
い
て 

第
七
号
議
案　

出
資
口
数
の
減
少
申
込
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
12
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

一
、
平
成
31
年
度
監
事
監
査
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

－

第
33
回
定
例
理
事
会

－

日
時　

平
成
31
年
１
月
24
日
㈭

　
　
　

午
後
３
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル正組合員数　　　　　　　　　　　5,404人

准組合員数　　　　　　　　　　　8,616人
みなさまの貯金高　　　　1,396億36百万円
みなさまへの貸出金　　　274億72百万円
長期共済保有高　　　　　       2,987億89百万円
購買品供給高　　　　　　　32億33百万円
販売品販売高　　　　　　　26億20百万円

協同の力
ＪＡいみず野概況

（平成30年12月末日）

－

監　

事　

会

－
日
時　

平
成
31
年
１
月
24
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
２
階
会
議
室

いみず野だより　６

ＪＡ自己改革に関する
全国一斉組合員アンケートへのご協力お願い

　JA グループは、「農業者の所得増大」、「農業生産の拡大」、「地域の活性化」の３つの基本目標を掲げ、地域
農業の振興や地域づくりに向けた自己改革に取り組んでいます。
　全国の JA グループでは、現在取り組んでいる自己改革に対する評価をお伺いして、より一層、組合員の皆
様の期待に応えられるよう、昨年に引き続き組合員アンケートを実施することといたしました。選出されまし
た組合員の方には、当 JA 職員が自宅へ訪問させていただきます。
　つきましては、本アンケートの趣旨をご理解いただき、ご協力賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　　●対象者：正組合員 750 名、准組合員 750 名の計 1,500 名　　●期　間：２月初旬～３月中旬
　　　（地区別組合員構成を考慮のうえ、無作為に抽出されます）

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
時
下
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
は
格
別
の
ご
高
配

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
組
合

員
資
格
に
変
動
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
書
面
に
て
当
組
合
宛
に
そ
の

旨
ご
連
絡
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
組
合
員
資
格
の
変

動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
お
手
数

で
す
が
当
組
合
の
最
寄
り
の
支
店

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
資
格
の
変
動
は
、
組
合

員
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
や
、
正

組
合
員
か
ら
准
組
合
員
に
、
ま
た

は
、
准
組
合
員
か
ら
正
組
合
員
に

資
格
が
変
動
し
た
場
合
が
該
当
し

ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
資
格
の

確
認
の
お
願
い

お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
支
店
ま
で



７　いみず野だより

は
、
玄
関
に
飾
り
そ
の
後
松
と
干
支
の

か
わ
い
い
“
う
り
坊
”
も
挿
し
て
お
正

月
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
変
身
で
す
。
そ
し
て
、

８
本
に
先
を
割
ら
れ
た
竹
で
花
器
を
囲

む
よ
う
に
飾
り
、
紅
白
の
水
引
を
結
べ

ば
お
正
月
用
と
し
て
今
度
は
、
床
の
間

に
飾
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
毎
回
参
加
し

て
お
ら
れ
て
、
要
領
良
く
早
々
に
仕
上

げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
の
ア
レ
ン
ジ
で
ク
リ
ス
マ
ス

と
お
正
月
が
楽
し
め
て
少
し
得
し
た
気

分
に
な
り
、
皆
さ
ん
大
満
足
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
口
支
部
）

●
お
正
月
の
寄
せ
植
え

　

小
杉
支
部
で
は
、
12
月
20
日（
木
）小

杉
支
店
2
階
に
て
講
師
に
、
島　

峰
子

氏
（
島
種
苗
店
）
を
迎
え
、
寄
せ
植
え

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

12
月
12
日（
水
）三
島
野
支
店
に
お
い

て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
お
願
い
し
て
い
る
門
田
先
生
の

指
導
の
下
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
に

合
わ
せ
た
花
材
を
準
備
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
華
や
か
な
花
材
を
見
た
だ
け
で

心
ウ
キ
ウ
キ
し
た
の
は
私
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

真
っ
赤
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
淡
い

黄
緑
色
に
咲
く
蘭
の
花
が
、
雪
の
よ
う

に
咲
く
白
い
綿
花
を
一
層
引
き
立
て
て

い
ま
し
た
。
花
器
も
又
、
シ
ン
プ
ル
な

も
の
で
は
な
く
、
横
に
広
く
船
の
よ
う

な
形
を
し
、
内
側
が
金
色
に
塗
ら
れ
た

趣
の
あ
る
器
で
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に

い
ま
す
け
れ
ど
、今
回
は
、そ
の
日
の
気

分
や
置
く
場
所
に
よ
っ
て
向
き
や
花
の

組
み
合
わ
せ
を
変
え
て
楽
し
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

元
日
、
暖
か
い
日
差
し
を
浴
び
た
コ

ル
ジ
リ
ネ
の
細
い
葉
は
、
大
き
く
両
手

を
広
げ
た
か
の
よ
う
見
え
、
そ
の
鮮
や

か
な
あ
ず
き
色
は
、他
の
花
の
色
を
引
き

立
た
せ
年
明
け
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
杉
支
部
）

　

花
材
は
、
ヤ
ン
バ
ル
ガ
ン
ピ
、
コ
ル

ジ
リ
ネ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
レ
ッ
ド

ス
タ
ー
、
シ
ロ
タ
エ
ギ
ク
、
ハ
ボ
タ
ン

２
種
、
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
、
プ
リ

ム
ラ
ジ
ュ
リ
ア
ン
２
色
、
ビ
オ
ラ
で
す
。

い
つ
も
は
梅
、
松
、
竹
、
南
天
な
ど
和

風
の
寄
せ
植
え
な
の
で
ち
ょ
っ
と
ビ
ッ

ク
リ
。
予
め
、一
人
分
と
し
て
、底
土
と
、

花
の
ポ
ッ
ト
を
入
れ
た
寄
せ
植
え
鉢
が

準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。花
の
色
が
、赤
、

白
、ピ
ン
ク
、黄
色
と
カ
ラ
フ
ル
な
の
で
、

隣
の
人
と
花
を
ト
レ
ー
ド
し
あ
う
な
ど

し
て
自
分
に
合
っ
た
寄
せ
植
え
へ
と
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
楽
し
み
も
感
じ

ま
し
た
。

　

お
手
本
の
鉢
を
見
な
が
ら
花
を
並
べ

て
み
ま
し
た
が
、
か
っ
こ
よ
く
納
得
の

い
く
寄
せ
植
え
に
は
な
り
ま
せ
ん
。あ
っ

ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
「
先
生
お
願

い
し
ま
す
」。
先
生
が
土
を
少
し
足
し
た

り
減
ら
し
た
り
し
て
花
の
高
さ
を
変
え

た
り
、
花
の
向
き
を
少
し
変
え
る
な
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
手
入
れ
に
よ
っ
て
ま
と

ま
り
、
花
が
生
き
て
見
え
る
の
に
は
感

心
す
る
ば
か
り
。
土
は
鉢
よ
り
少
し
低

め
に
入
れ
、
水
を
入
れ
た
と
き
に
土
が

流
れ
出
な
い
よ
う
に
と
の
注
意
を
受
け

な
が
ら
肥
料
を
入
れ
、
花
と
花
と
の
間

に
土
を
入
れ
根
元
を
抑
え
仕
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　

栽
培
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、

乾
燥
に
注
意
す
る
・
液
肥
は
こ
ま
め
に

与
え
る
な
ど
、
そ
の
植
物
に
合
っ
た
長

持
ち
さ
せ
る
コ
ツ
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。

　
「
今
ま
で
は
壁
を
背
に
し
、
一
方
向
か

ら
見
る
だ
け
の
寄
せ
植
え
だ
っ
た
と
思

今
後
の
日
程

２
月
16
日
㈯　

食
と
農
を
考
え
る
集
い

３
月
６
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
川
口
）

　
　

15
日
㈮　
農
山
漁
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

19
日
㈫　

助
け
合
い
組
織
総
会

　
　

21
日
㈭　

女
性
部
総
会

それぞれのアレンジを楽しむ部員

360℃楽しめる寄せ植えを作ります



いみず野だより　８

肥田  知久

信州・横谷峡 横谷温泉旅館のイメージ

春の高遠城址･上田千本桜「池の平ホテル」1泊
ＪＡいみず野特選企画

日時 行　　　　　　　　　　　　程 食　事

4/12
㈮

貸切バスにて（ガイド無し）　　　　長野県　　　　　
ＪＡいみず野管内＝小杉 IC＝高速道＝坂城 IC＝上田城址公園 （千本桜）＝きのこ村深山（昼食）＝小諸懐古園 （桜まつり）＝白樺湖（泊）「池の平ホテル」
　　7:00 出発　　　　　休憩 3 回　　　　　11:00 〜 12:00　　　　12:30 〜 13:30　　　14:10 〜 15:10　　　　16:10 頃 夕朝バイキング

昼：○
夕：○

4/13
㈯

旅館＝諏訪 (高島公園の桜) ＝ 高遠城址 さくら祭り (昼食、弁当)＝安曇野わさび農場（買物） ＝ 糸魚川IC＝高速道＝ＪＡいみず野管内
8:30　       9:40〜10:30　　　 　  11:40〜13:30　　　　　　　　　　14:40〜15:20　　　　　　　　　   休憩2回  　 　   　  18:30過ぎ

朝：○
昼：○

予定日程表 ※バスの座席は申込順とさせて頂きます。※下記コースは予定です。最終の日程表にてお確かめ下さい。

25名様（最少催行人員 20名）募 集 人 員

夕食１回・朝食１回・昼食2回食 事 条 件

白樺湖リゾート 池の平ホテル宿 泊 先

平成31年4月12 13日㈮～ 日㈯出 発 日

円（お一人様２～４名１室 和洋室）
　（2名1室は1,000円増し）

旅 行 代 金 28,800

【白樺湖リゾート・池の平ホテルイメージ

高島公園の桜
世界70種の夕食バイキングと県下最大級の
館内湯めぐりをお楽しみいただけます。

お問合せ先 いみず野農機センター TEL：52－0455 ／ 小杉農機センター TEL：55－1765 ／ 新湊農機センター TEL：82－8530

天よし亭いみず野農協本店

いみず野
農業機械センター

大門高校

八塚交差点

大門小学校東

至 高岡 至 富山

至 高岡 至 富山

北陸新幹線

●●●

大門小学校●

9:30〜16:00 9:30〜15:00
3/1金・3/2土

射水市大門本江355

営農センター、射水カントリーエレベーター敷地内

ドローン実演無料
無料

米の食味値
測定コーナー
「玄米」を一合
お持ちください

おいしいうどんの
ふるまいもあるよ！

富
ふ

富
ふ

富
ふ

試食会

会場案内 MAP

もりだくさん！

いみず野農業機械センター

と き

ところ

ご来場者の

みなさまに

粗品進呈農業機械
　展示会大 2019

富山づくしの
新しいお米

新米の味は
どうかな？

イベント

1日200個
限定！

肥
料
は

な
に
が
い
い
か
な
？

肥料・農薬展示
相談コーナー


